
お問い合わせ主催

場    所 海洋研究開発機構(JAMSTEC)東京事務所
（千代田区内幸町2-2-2富国生命ビル23F　http://www.jamstec.go.jp/j/about/access/tokyo.html）

近年、日本各地で甚大な被害をもたらす異常気象が続いています。例えば今年は、7月上旬に西日本を中心とする広域で
最大1800ミリの総降水量を記録する大雨が3日以上持続し、200名を超える死者・行方不明者を出す激甚災害となりまし
た。さらに、梅雨明け後は日本列島を災害級の猛暑が襲い、熱中症による死者・緊急搬送者は過去最大となりました。記録
的猛暑は日本だけにとどまらず、北米の西海岸やヨーロッパ北部など北半球の多くの地域で干ばつや山火事等の災害が発
生しています。地球温暖化の進行に伴って今後も増えることが予想されるさまざまな異常気象と、地球温暖化とのかかわり
をどのように理解し、社会に対してどのような情報を発信すべきか、あらためて検討する時期が来ています。文部科学省で
は、「統合的気候モデル高度化研究プログラム」を通じて、地球温暖化をはじめとする気候変動メカニズムの解明等の研究
を一層推進するとともに、その成果を社会が求める形で分かりやすく説明し、多くの方々に理解していただくことが重要と
考えています。そこで、本プログラムに従事している研究者に加え、情報発信の担い手であるメディア関係者（記者や気象
予報士等）のみなさまと一緒に議論する機会を設けたく、標記フォーラムを開催いたします。ぜひ積極的にご参加いただき
たく存じます。

対    象 地球温暖化を扱う、メディア関係者（記者、気象予報士等）、
科学コミュニケーターおよび研究者

Integrated Research Program for Advancing Climate Models (TOUGOU)
統合的気候モデル高度化研究プログラム

申し込み・詳細 http://www.jamstec.go.jp/tougou/event/others/mf2018/
※メディア関係者・研究者を対象としたイベントです。（一般の方はご参加いただけません）

統合的気候モデル高度化研究プログラム事務局
 （tougou-info@jamstec.go.jp）

第9回 温暖化リスクメディアフォーラム

地球温暖化と異常気象：
社会が求める情報はなにか？

日    時 201810/23 火（13：00～16：10）※終了後、意見交流会（1時間程度）



第9回 温暖化リスクメディアフォーラム

プログラム
PROGRAMS

地球温暖化と異常気象：社会が求める情報はなにか？

第一部「研究者・現業予報サイドからの話題提供」（80分）13：05

シミュレーションが描き出す異常気象と温暖化
今田由紀子（猛暑）、川瀬宏明（豪雨）　気象庁気象研究所　主任研究官/
                                                                 統合的気候モデル高度化研究プログラム 領域テーマA,C

研究者からの話題提供

現業予報サイドからの話題提供

異常気象の要因分析～将来に活かすために～

第二部「メディアサイドからの話題提供」（50分）14：45

気象キャスターが取り組む地球温暖化防止活動と未来の天気予報
藤森涼子　日本テレビキャスター・気象予報士/特定非営利活動法人「気象キャスターネットワーク」理事長

「異常気象」は何が異常か？解説の限界と可能性
安藤　淳　日本経済新聞社　編集委員　兼　論説委員

岐路にある防災情報～国内外の取材から～
島川英介　ＮＨＫ鹿児島放送局　副部長

第三部「総合討論」（30分）15：35

河宮未知生  海洋研究開発機構気候モデル高度化研究プロジェクトチームプロジェクト長/
                　  統合的気候モデル高度化研究プログラム 領域テーマB代表

モデレーター

開会挨拶　文部科学省13：00

閉会挨拶16：05 木本昌秀　文部科学省技術参与/東京大学大気海洋研究所　副所長・教授/
　　　　　　統合的気候モデル高度化研究プログラム プログラム・オフィサー

休憩（20分）14：25

※終了後、1時間程度の交流会（会費制）を開催します。

趣旨説明　渡部雅浩　東京大学大気海洋研究所　教授/統合的気候モデル高度化研究プログラム 領域テーマA代表

極端気象現象の分析を通して災害リスクを理解する
竹見哲也　京都大学防災研究所　准教授/統合的気候モデル高度化研究プログラム 領域テーマD

新保明彦　気象庁地球環境・海洋部気候情報課異常気象情報センター　予報官

プログラムの内容は事情により予告なく変更することがございます。ご了承ください。


